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一1986一
てしまナ迄あ

す
、
まい

“

さごいつとめで’
お

厳
し
い
中
に
も

　
　
最
大
努
力
で
町
勢
進
展
を

雄忠柴田町長

　
町
民
の
皆
様
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で

お
だ
や
か
な
お
正
月
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
こ
と
と
存
じ
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま

す
。

議
会
一

　
昨
年
は
、
合
併
三
十
周
年
の
記
念
す

べ
き
年
に
あ
た
り
、
町
制
施
行
、
中
学

校
改
築
な
ど
多
彩
な
催
し
諸
事
業
が
行

わ
れ
、
就
任
間
も
な
い
不
馴
れ
な
私
で

す
が
、
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
無
事
に
そ
の
責
を
全
う
す
る
こ

と
が
で
き
、
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

　
本
年
の
町
行
政
は
、
干
支
の
寅
に
ち

な
み
、
積
極
的
展
開
を
計
っ
て
ま
い
り

た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
周
囲
の
情
勢
は

行
政
改
革
、
円
高
に
よ
る
輸
出
産
業
の

不
振
か
ら
低
金
利
下
に
も
か
か
わ
ら
ず

内
需
拡
大
策
も
期
待
薄
と
良
い
面
は
少

丸
と
な
り

一
層
の
向
上
の
年
に

治芳松本長議

　
昭
和
六
十
一
年
の
新
春
を
迎
え
、
輝

か
し
い
希
望
と
抱
負
の
中
で
、
我
が
町

　
　
　
｝
。
O

　
　
鵜

の
現
在
を
考
え
て
み
ま
す
と
、
先
般
町

民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
立
派

な
中
学
校
舎
が
完
成
し
、
十
一
月
一
日

に
は
、
町
制
施
行
と
、
合
併
三
十
周
年

の
記
念
祝
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
江
南
町
の
総
合
振
興
計

画
の
大
目
標
の
、
健
康
で
豊
か
な
文
化

的
生
活
の
実
現
の
た
め
、
社
会
情
勢
の

変
化
の
激
し
い
中
に
対
処
し
な
が
ら
、

最
大
の
努
力
に
よ
り
、
よ
り
よ
く
前
進

な
く
、
地
方
財
政
に
も
陰
り
が
見
え
始
　
　
想
で
、
議
会
、
勤
労
者
、
医
療
関
係
者

め
、
昨
年
か
ら
進
め
て
い
る
行
政
改
革
　
　
と
協
議
を
重
ね
、
新
年
度
に
着
工
の
予

大
綱
に
の
っ
と
り
、
皮
肉
に
も
地
方
行
　
　
定
で
あ
り
ま
す
。
他
に
南
・
北
小
学
校

革
推
進
元
年
に
当
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
の
校
舎
増
改
築
問
題
や
地
域
環
境
整
備

と
は
申
し
て
も
新
生
江
南
町
を
考
え
た
　
　
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
要
望
事
項
の
実
現

と
き
、
着
手
し
た
い
事
は
山
積
し
て
お
　
ー
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、

り
、
健
全
財
政
を
堅
持
し
な
が
ら
も
将
　
　
前
述
の
と
お
り
財
政
緊
縮
の
時
期
に
当
．

来
計
画
に
遅
れ
ぬ
よ
う
努
力
し
て
い
く
　
　
面
し
て
い
る
実
情
を
ご
賢
察
い
た
だ
き
、

か
ま
え
で
、
差
し
当
り
中
学
校
裏
に
懸
　
　
し
ば
ら
く
の
ご
辛
抱
を
お
願
い
い
た
し

案
の
運
動
公
園
を
三
月
ま
で
に
完
成
す
　
　
た
く
存
じ
ま
す
。

る
よ
う
、
町
有
地
周
辺
地
主
の
協
力
も
　
　
　
皆
様
と
と
も
に
歩
む
町
政
、
こ
の
一

得
て
現
在
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
　
　
年
が
大
き
く
前
進
で
き
ま
す
よ
う
格
段

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ご
支
援
ご
鞭
捷
を
切
に
お
願
い
申
し

　
さ
ら
に
町
民
の
健
康
を
守
り
、
働
く
　
　
あ
げ
ま
す
。

人
た
ち
の
活
力
と
文
化
を
高
め
、
町
勢
　
　
　
町
民
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

伸
展
の
基
礎
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
複
　
　
祈
念
申
し
あ
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

合
施
設
を
庁
舎
西
隣
り
に
建
設
す
る
構
　
　
と
い
た
し
ま
す
。

5
～
～
～
～
5
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
5
～
5
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
．

す
べ
き
年
で
あ
り
、
ま
た
国
の
国
土
利
　
　
お
り
ま
す
が
、
都
市
に
比
較
す
れ
ば
ま

用
計
画
に
基
き
な
が
ら
緑
の
マ
ス
タ
ー
　
　
だ
ま
だ
後
れ
て
お
り
、
農
業
収
入
に
お

プ
ラ
ン
の
報
告
書
の
よ
う
に
、
一
つ
一
つ
　
　
い
て
は
二
〇
％
を
割
る
と
い
わ
れ
て
お

計
画
の
実
現
を
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
農
業
離
れ
に
な
る

　
六
十
年
五
月
、
埼
玉
県
に
お
い
て
、
　
　
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

自
立
的
で
活
力
に
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
　
　
農
家
で
は
、
自
分
た
ち
で
作
り
育
て
た

り
を
す
る
た
め
に
、
豊
か
な
自
然
や
文
　
　
米
・
麦
・
果
樹
類
の
値
段
を
自
分
で
格

化
等
と
調
和
し
た
産
業
の
振
興
を
図
る
　
　
付
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

た
め
に
テ
ク
ノ
グ
リ
ー
ン
構
想
を
発
表
　
　
い
も
の
で
す
。

さ
れ
、
ま
た
江
南
町
の
西
部
、
東
部
開
　
　
　
以
上
、
い
ろ
い
ろ
と
申
し
の
べ
ま
し

発
、
嵐
山
町
の
小
川
県
道
ぞ
い
の
イ
ン
　
　
た
が
、
議
員
諸
氏
と
相
計
り
一
層
の
向

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
実
現
等
、
内
外
と
も
　
　
上
の
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
大
い
に
活
躍
で
き
る
年
に
な
り
そ
う
　
　
　
町
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

で
、
心
身
の
躍
動
を
感
じ
ま
す
。
　
　
　
　
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
あ
い
さ
つ

　
住
民
の
生
活
水
準
は
大
分
向
上
し
て
　
　
と
い
た
し
ま
す
。

O
し

　
　
　
　
　
＆
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1月1日

変
わ
り

　
道
路
交
通
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
は
す
で
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

現
在
段
階
的
に
実
施
さ
れ
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
な
ど
は
着
々
と
進
ん
で
い
る

よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
今
年
の

一
月
一
日
か
ら
、
原
動
機
付
自
転
車
の

二
段
階
右
折
と
初
心
運
転
者
の
講
習
受

講
義
務
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

ミ
ニ
バ
イ
ク
の

　
　
　
　
　
　
　
二
段
階
右
折

　
い
ま
ま
で
ミ
ニ
バ
イ
ク
（
原
動
機
付

自
転
車
）
は
、
交
差
点
を
右
折
す
る
場

灘

纏
　　　　〆　　　貯咳－

ま
す

合
、
自
動
車
と
同
様
の
「
内
小
回
り
」

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
（
A

図
）
し
か
し
今
回
か
ら
は
、
特
定
の
交

差
点
で
は
二
信
号
で
右
折
す
る
二
段
階

右
折
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま

し
た
。
（
A
図
）

①
ミ
ニ
バ
イ
ク
が
二
段
階
右
折
を
し
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
交
差
点

▼
道
路
の
左
側
部
分
（
一
方
通
行
路
の

場
合
は
道
路
）
に
三
以
上
の
車
両
通
行

帯
が
設
け
ら
れ
て
い
る
道
路
で
、
信
号

機
か
警
察
官
に
ょ
り
、
交
通
整
理
の
行

わ
れ
て
い
る
交
差
点
。

　
　
　
　
　
　
▼
三
以
上
の
車
両
通

　
　
　
　
　
　
行
帯
が
な
い
道
路
で

　
　
　
　
　
　
も
、
道
路
標
識
で
二

　
　
　
　
　
　
段
階
右
折
の
指
定
が

　
　
　
　
　
　
さ
れ
、
信
号
等
で
交

　
　
　
　
　
　
通
整
理
さ
れ
て
い
る

交
差
点
（
B
図
）

②
二
段
階
右
折
の
例
外

　
普
通
二
段
階
右
折
の
対
象
と
な
る
交

差
点
で
も
、
標
識
で
対
象
交
差
点
か
ら

除
外
さ
れ
て
い
る
交
差
点
は
今
ま
で
ど

お
り
で
す
。
　
（
C
図
）

③
処
分

・
違
反
点
数
：
：
一
点

・
反
則
金
…
：
：
二
千
円

・
罰
則
…
…
　
：
一
万
円
以
下
の
罰
金

　
　
　
　
　
　
ま
た
は
科
料

初
心
運
転
者
の
講
習

　
運
転
免
許
取
得
後
一
年
未
満
の
ド
ラ

イ
バ
ー
が
、
一
点
ま
た
は
二
点
の
違
反

　12月6日に行われた交通安全キャラバン隊の
　キャンペーンのもよう

⑧　　＿

　　　■　■　　　口　■　一　■　巳　■5　一

　
　
　
　
　
小
江
川
地
内
、
新
道

）
橋
掛
け
替
え
工
事
の
た

川
内
め
、
昭
和
六
±
年
一

江
　
　
　
月
八
日
か
ら
昭
和
六
十

小
地（せらしおのめ止通交

を
繰
り
返
し
、
合
計
点
数
が
四
点
ま
た

は
五
点
に
達
し
た
場
合
は
、
公
安
委
員

会
の
行
う
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
だ
だ
し
、
い
く
つ
か
例
外
が

あ
り
ま
す
。

　
以
上
、
く
わ
し
く
は
熊
谷
警
察
署
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
寮
二
1
0
0
四
二

内・ト国ワ海‡亨辻

、一一一F『 、
　、
　　、

二段F骸前

斗、

◎

一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
交
通
止
め
…

と
な
り
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
㎜

け
し
ま
す
が
、
う
回
路
図
に
よ
っ
て
…

通
行
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
…
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襲灘灘

難羅中

　
今
、
国
・
地
方
と
も
行
政
改
革
が
重

要
な
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
江
南
町
で
も
第
二
回
定
例
議
会

で
可
決
さ
れ
た
条
例
に
も
と
ず
き
、
行

政
改
革
推
進
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
下

記
の
と
お
り
十
名
の
委
員
が
任
命
さ
れ

ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
、
江
南
町
行
政
改
革
大
綱

案
の
諮
問
を
受
け
、
た
だ
ち
に
数
回
の

会
議
を
開
催
し
、
検
討
を
重
ね
て
お
り
、

江
南
町
に
即
し
た
行
政
改
革
の
答
申
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

行
政
改
革
推
進
委
員
会
委
員

会
長

副
会
長
委
員

大宇小持持柴吉馬杉松
　治
島川沢田田　田場田本
正正八包宗芳　茂弥芳

（
敬
称
略
）

治平雄清夫昌雄郎忠佳左

団点検行われる

　いよいよ火災シーズンがやってきました。

火を使うことが多くなり、空気も乾燥してい

ます。火災には十分気をっけたいものです。

　さて、こうした時期を前に、江南消防団で

は、11月16日午後2時から中学校を会場に点

検を行いました。服装や機械器具の点検、ポ

ンプ操法、プールを使っての一斉放水などの

後、町内の火災予防広報も行いました。

　また、この日の午前中には、消防協会熊谷

支部の特別点検が熊谷市荒川運動公園で催さ

れ、江南消防団も参加、盛大に行われました

難

　　　　　　1，600台が

　　　　江南町ナンバーに

　村から町へ変ったことにともなって、11月

7日から10日まで、バイクや耕運機などのナ1）1

ンバープレートの交換が行われ、四日問で約

1，600台が新しいナンバープレートに変わり　　　一
　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　）ノ
ました。ご協力ありがとっございました。

　また、この際に町内等の業者の方にプレー

トの取り付け・取りはずし等で大変ご協力い

ただきました。

　なお、まだ交換されていない方は、お早目

に役場・税務課で交換してください。

　
江
南
町
に
な
っ

て
初
め
て
、
通
算

で
は
六
回
目
の
文

化
祭
が
十
一
月
二

無

十
四
日
、
町
民
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。　
前
日
ま
で
は
大
変
い
い
天
気
だ
っ
た

の
で
す
が
、
こ
の
日
に
か
ぎ
っ
て
あ
い

に
く
の
雨
。

気
温
も
低
く

客
足
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
結
果

的
に
は
例
年

を
上
回
る
く

ら
い
の
人
出

と
な
っ
た
よ

う
で
す
。

今
年
は
寅
年

　
　
「
虎
は
千
里
を
行
っ
て
、
千
里
を
帰

　
　
　
　
ニ
と
わ
ざ

る
」
と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
。
一
般
に

は
、
　
”
勢
い
の
盛
ん
な
こ
と
”
の
例
え

と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
も
う
一
つ

別
の
解
釈
が
あ
る
よ
う
で
す
。
さ
て
、

そ
の
虎
は
何
を
し
に
千
里
の
道
を
あ
わ

て
て
帰
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
実
は
、
虎
は
自
分
の
子
供
の
こ
と
が

心
配
で
戻
る
の
だ
と
い
い
ま
す
℃
恐
ろ

し
い
も
の
の
代
表
の
よ
う
に
言
わ
れ
て

い
る
虎
で
す
が
、
大
変
に
子
供
を
大
切

に
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。
　
「
虎
の
子
」

と
言
う
言
葉
も
こ
の
あ
た
り
か
ら
来
た

の
で
し
ょ
う
。

　
虎
は
エ
ト
の
動
物
た
ち
の
う
ち
、
日

　
　
す

本
に
棲
ん
で
い
な
い
唯
一
の
動
物
で
す
。

虎
は
中
国
を
は
じ
め
、
東
南
ア
ジ
ア
な

ど
に
は
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
か
ら
、

エ
ト
の
つ
く
ら
れ
た
中
国
で
は
、
な
じ

み
の
あ
る
動
物
だ
っ
た
の
で
す
。

　
も
っ
と
も
、
虎
は
日
本
で
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

存
在
は
か
な
り
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
七
世
紀
ま
で
に
書
か
れ
た
日

本
書
紀
に
は
す
で
に
そ
の
名
が
出
て
い

ま
す
し
、
天
武
天
皇
の
朱
鳥
元
年
（
六

八
六
年
）
に
は
虎
の
皮
が
大
陸
か
ら
渡

来
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
大
陸
文
化

と
と
も
に
、
虎
に
関
す
る
故
事
、
諺
が

い
ろ
い
ろ
伝
え
ら
れ
、
い
ま
も
広
く
知

・
ら
れ
て
い
ま
す
。
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縫難錘整i…麟…懸
主催　江南町青少年相談員協議会

新春たこ上げ大会を次のとおり

開催します。どなたでもふるって

ご参加を。手作りだこ大歓迎。甘

酒のサービスもあります。

■とき　1月12日（日）午後12時40分

受付、1時開会式

■ところ　荒川グラウンド（押切

橋北）

■その他　雨天の場合は15日に順

延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
（

歩
け
歩
け
大
会
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
百
五
十
人
参
加

　
昭
和
六
十
年
度
町
民
歩
け
歩
け
大
会
　
　
汗
ば
む
ほ
ど
の
好
天
の
中
、
子
ど
も
か

が
、
十
一
月
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
、
　
　
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
者
全
員
が
十
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歩
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
々
参
加
者
も
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
、
十
一
回
を
む
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
た
今
回
は
四
百
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
人
あ
ま
り
。
コ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
途
中
で
は
、
県
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
正
大
学
、
文
殊
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
を
見
学
。
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
小
学
校
で
は
宝
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
し
を
行
い
、
秋
晴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
の
」
日
を
楽
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
過
ご
し
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　分～正午成人式にご出席を
　　　　　　　　　　　　　■ところ　江南町母子健康センタ
　20歳を迎え、成人となられた皆　　一※今回は弁護士も来庁します。

さんを祝う「成人式」を次のとお
　　　　　　　　　　　　　国民年金健康教養講座
り行います。大人への出発の節目

として、一生の思い出となるよう　　■参加できる人　国民年金の加入

ご出席ぐださい。　　　　　　　　　者と受給者

■と　き　1月15日午前9時30分　　■と　き　昭和61年2月26日（胸午

■ところ　町民体育館　　　　　　　後1時～2月27日（木》午後3時まで

　　　　　　　　　　　　　の2日間スキー教室
　　　　　　　　　　　　　■ところ　川越市伊佐沼公園・国
　ウインタースポーツとして人気　　民年金保養センター桑むさしのミ

のあるスキーを、広く町民の皆さ　　■主な内容　年金のはなし、趣昧

んに楽しんでいただくため、江南　　の教室「ゲートボール、カラオケ、

町体育協会主催のスキー教室を次　　社交ダンス」健康のはなしなど

のとおり開催します。　　　　　　　■問合せ　県・国民年金課・健康

　これを機会にスキーに親しみ、　　教養講座係　奮0488－24－2111

青い空と白い山のもとに大きなシ
　　　　　　　　　　　　　　自衛官募集中
ユプールを描いてみませんか。

■とき1月26日旧）　　　■身分特別職国家公務員
■ところ　武尊オリンピアスキー　i■給与等　初任給101，400円、賞与

　　　　場　　　　　　　　 年3回
■参加費　大人3，500円、小人（中　i．■その他　希望者は大学2部、定

学生以下）2，500円　　　　　　　　時制高校無の通学や通信教育を
■申込み　1月11日（土）までに参加　i受ける事ができる他、希望、適正

費を添えて教育委員会へ・甲　　　　　により、各種資格免許を取得する

■その他　定員（80人）にな1り次　i機会がありますσ

第しめ切ります。　　　　　　　　　■間合せ　熊谷募集事務所

　　　　　　　　　　　　　　　　　姪22－4855行政・心配ごと相談

■と　き　1月28日（火）午前9時30

　
灘
謙
摺
騒

14

4

上
新
田

1
1

n
乙
n
乙

成

1
1

0
乙
2

「
D
1
4

1
0
乙
－

21　〆〔＼
8

沢

Bブロック

710
815

樋
春
南

板

井

優勝

1
1

0
乙
n
乙

小

江

川

1
8

n
乙
－

21

　　墜も

千

代

21
21

19
14

21 12
21

8
4

21
21
12
21 16

21
22
1421
2021

321
1121

9
1
7

樋 御 下 須 上 三

春 正
新
押 塩 賀 押

北 田 切 広 切 本
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
、

　
　
　
　
　
現
況
届
、
一
月
三
十

　
広
報
こ
う
な
ん
（
十
月
号
）
で
、
す

で
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
新
年
金

制
度
が
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
新
制
度
で
は
、
厚
生
年
金
や
船
員
保

険
の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
任
意
加

入
か
ら
強
制
加
入
に
変
わ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
保
険
料
は
、
自
分
で
納
め
る
必

要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
理
由
は
、
扶
養
者
の
加
入
し
て

い
る
厚
生
年
金
制
度
が
、
ま
と
め
て
負

担
す
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
す
。
保
険

料
を
自
分
で
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
被
扶
養
配
偶
者
で
あ
る
こ
と
の

確
認
を
受
け
る
た
め
に
届
出
が
必
要
で

す
。　
届
出
に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金
に
任

意
加
入
し
て
い
る
方
に
、
社
会
保
険
庁

か
ら
十
一
月
初
め
に
「
国
民
年
金
任
意

加
入
被
保
険
者
現
況
届
」
と
い
う
届
出

用
紙
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
該
当
さ
れ

る
方
は
、
こ
の
用
紙
を
使
っ
て
、
忘
れ

ず
に
役
場
の
年
金
係
に
届
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
現
在
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
な
が
ら
、
届
出
用
紙
が
送
付
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
で
も
、
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
は
、
配
偶
者
の
年
金
手
帳
（
厚

生
年
金
被
保
険
者
証
）
、
健
康
保
険
被
保

　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛付印！　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧＿＿．．＿’　　㌧

国民年金任意加入被保険者現況届書

　下記のとおり届出します．

　　　　昭釦　　　年　　　月　　　日

　都遺府県知事
　　　　　　殿　市（区1町村長

　断倉
史悟　一〇一　　》
v氏名　　　　　　　面

（注意事項》

夏．この帽翻乱あなたの夫⊂妻レが厚生年金｛船剛操蹟

の加入者であって．『その収氏じより主として主趾砦雄待し

てし亀るとき‘；提出してし一ただくもの曾甲

2．この届書の混出先は聖あなたの住所厘の市区町材の国民

年金但当寒ロで†魯

　夫【甕，の動鍔先で左の電露を受けτ提出してくださいo

　傷遇でかまいまセん」

　なお．二郎二よら郁喝創3、①瞳壌母険旺｛又は船買
像険妓挟養者蔑〕②夫‘妻，の年金手帳⊂又陰厚生年童医険

被鐸険者護辱船員保険年金番号旺1

③あなたの国民年金手幌を添えて直接男oにお持ち下さい．

エニの展書の提出朋隈は．昭和51年且月31ロで可㌔

‘．わからない点があ呼ましたら．あな慶の柱所地の市区町

村の国民年含担当2ロヘおOねください。
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四
牌

一
日
ま
で
に
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

険
者
証
、
印
か
ん
を
持
参
の
う
え
、
届
N

け
出
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

　
届
出
期
間
は
、
い
ず
れ
の
場
合
も
昭
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

和
六
十
一
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

っ
て
い
享
．
こ
の
届
出
を
忘
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と
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N

引
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続
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保
険
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を
納
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い
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だ
く
N
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こ
と
に
な
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い
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国
民
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金
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N

共
済
組
合
に
基
礎
年
金
を
導
入
す
る
た
　
N

め
の
改
正
法
案
が
国
会
馨
議
中
で
す
　

の
で
、
後
ほ
ど
必
要
な
届
出
を
し
て
い
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N
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だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
四
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し
く
ば
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役
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金
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N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

ま
で
．
　
　
　
　
　
　
　
　
勘

　
寒
中
の
厳
し
い
寒
さ
の
朝
、
少
年
剣

士
た
ち
が
、
竹
刀
を
持
っ
て
道
場
に
急

ぐ
り
り
し
い
姿
は
、
冬
の
風
物
詩
の
一

つ
で
す
。
最
近
は
、
武
道
の
復
活
で
こ

う
し
た
姿
を
よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
か
ん
げ
い
こ

　
寒
稽
古
ど
い
う
と
、
最
近
は
剣
道
と

か
柔
道
の
こ
と
と

思
っ
て
い
る
人
が

武
芸
に
限
ら
ず
、

芸
事
、
た
と
え
ば

義
太
夫
、
長
唄
、

　
　
　
と
き
わ
ず

清
元
、

多
い
よ
う
で
す
が
、

　
　
　
常
磐
津
な
ど
も
、
寒
中
の
朝
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
び
き

練
習
し
ま
す
。
特
に
三
味
線
は
、
寒
弾

被保険者現況届

　　確保険者の佳所
□□□冒ロロ

匿調匪薩
　　　　　　　　　　L飴する解をoで泓で　レ齢
　④　　　配　隣　暫　の　氏　名

　氏名

　　　0配興者の勤番先事黍主確認欄O

①履密記職の蚊保険都工、厚主年金監鵯恥保険に価入して
　る配隅者の随扶葉者〔麓醸‘船員，保険の岐扶甕者【又は所

　質藤上の控陥吋象配偶嵩1〕であること

②呂書配載の厚生年盈保険の紀号晋号〔船員保険の年金書号

　は．当該巴隅者のらのに領遷ないこと

　を碗認†る。

　　　　　　　昭佃　　年　　　月　　　8

地
蘇
氏

在
　
　
主

所
名
叢

　
事

〔
事
婁
所
サ

、
）～レ

）

多
．
勇
、

蒸
／
！

轟

と
言
っ
て
、
寒
中
に
弾
く
と
い
い
音
色

が
で
る
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、

寒
の
こ
ろ
は
ち
ょ
う
ど
入
学
試
験
の
追

い
こ
み
の
時
期
。
予
備
校
で
も
寒
稽
古

（
？
）
。
早
朝
特
別
講
習
の
真
っ
盛
り
の

よ
う
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
稽
古
と
言
え
ば
、
冬
の

　
　
　
　
　
　
　
　
季
題
の
一
つ
に
消

　
　
　
　
　
　
　
　
防
の
出
初
式
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
り
ま
す
。
新
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
当
た
り
、
消
防
関

　
　
　
　
　
　
　
　
係
者
が
、
初
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
出
そ
ろ
っ
て
集
団

動
作
の
訓
練
を
す
る
わ
け
で
す
。

　
出
初
式
は
各
自
治
体
ご
と
に
行
わ
れ
、

日
時
に
つ
い
て
の
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
大
体
一
月
六
日
が
中
心
で
す
。

　
特
に
有
名
な
の
は
、
東
京
の
出
初
式

で
、
江
戸
の
町
火
消
し
の
伝
統
を
受
け

　
　
と
び

継
ぐ
鳶
職
の
は
し
ご
乗
り
な
ど
が
披
露

さ
れ
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
全
国
に
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

お
誕
生
お
め
で
と
う

成
　
沢
新
井
麻
紀
子

加
藤
盛
一

三
　
本

　
　
）

（
撤
一
）
齢
）

二
女
（
忠
好
）

長
男
（
厚
司
）

咋）ノ

　
松
本
か
お
り

須
賀
広吉
田
雅
史

野
原
島
村
麻
衣

小
江
川

　
田
中
紗
代

塩　
富
田
　
　
知

長
女
（
崇
　
）

一
一
田
力
　
（
一
　
　
堕
兄
）

長
女
（
弘
文
）

長
女
（
孝
則
）

二
女
（
広
行
）




